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に
実
施
し
た
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
事

業
を
継
続
・
拡
充
さ
せ
た
も
の
で
、

市
内
31
小
学
校
区
を
８
地
区
に
分

け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
１
人

の
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー

と
各
小
学
校
に
約
10
人
の
ス
ク
ー

ル
ガ
ー
ド
（
計
３
０
６
人
）
を
配

置
し
、
学
区
内
の
巡
回
等
を
行
い
、

子
供
た
ち
の
安
全
を
確
保
す
る
も

の
で
す
。

　

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー

は
、
帽
子
・
腕
章
・
名
札
を
身
に

付
け
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
は
、
帽

子
・
腕
章
を
身
に
付
け
て
、
登
下

校
の
時
間
帯
を
中
心
に

○
学
区
内
の
巡
回
等
と
子
供
の
安

全
確
認

○
不
審
者
の
発
見
・
通
報

○
通
学
路
の
危
険
箇
所
、
犯
罪
の

発
生
す
る
恐
れ
の
あ
る
場
所
等

を
学
校
へ
連
絡

な
ど
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い

ま
す
。

　

７
月
８
日
に
は
、
ス
ク
ー
ル
ガ

市
内
全
域
を
対
象
に
７
月

か
ら
事
業
を
開
始

　

全
国
各
地
で
子
供
た
ち
の
安
全

を
脅
お
び
や
か
す
痛
ま
し
い
事
件
が
発
生

し
て
い
ま
す
が
、
鹿
屋
市
で
も
同

様
の
事
件
が
発
生
し
な
い
と
は
限

り
ま
せ
ん
。

　

県
内
で
も
不
審
者
に
よ
る
声
か

け
事
案
等
が
続
発
し
て
お
り
、
特

に
登
下
校
の
時
間
帯
に
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
市
で

は
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
加
え
、

登
下
校
の
時
間
帯
の
安
全
を
確
保

す
る
た
め
に
、
県
内
各
地
に
先
駆

け
、
市
内
全
域
を
対
象
に
７
月
か

ら
鹿
屋
市
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
事
業

を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
県
教
育
委
員
会

が
昨
年
度
の
10
月
か
ら
３
月
ま
で

ー
ド
に
必
要
な
知
識
や
技
術
を
学

ぶ
た
め
の
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
養
成

講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
習
会
に
は
、
市
内
31
小
学
校

区
の
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ

ー
と
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
約
２
０
０

人
が
参
加
。
民
間
警
備
会
社
に
よ

る
「
通
学
路
等
の
安
全
対
策
の
留

意
点
」
や
「
不
審
者
発
見
時
の
対

処
法
」、
大
隅
肝
属
地
区
消
防
組

合
中
央
消
防
署
に
よ
る
「
心し
ん
ぱ
い
そ

肺
蘇

生せ
い

法
と
止
血
法
」
を
約
３
時
間
に

わ
た
り
熱
心
に
学
び
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
の
事
業
を
通
じ
て
、

地
域
住
民
や
市
民
の
多
く
の
方
々

の
目
を
子
供
た
ち
に
注
ぐ
こ
と
で
、

犯
罪
に
対
す
る
抑
止
力
を
高
め
る

と
と
も
に
、
警
察
を
は
じ
め
関
係

機
関
と
連
携
し
、
子
供
た
ち
が
安

心
し
て
勉
強
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
学
校
環
境
の
安

全
確
保
に
努
め
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
保
健
体
育
課　

　

☎
０
９
９
４

－

31

－
１
１
６
６

子供たちの安全・安心の確保を目指します

最
近
、
全
国
各
地
で
子
供
た
ち
が
被
害
者
と
な
る
事
件
・
事
故
が

発
生
し
、
学
校
を
取
り
巻
く
環
境
の
悪
化
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
で
は
、
子
供
た
ち
が
安
心
し
て
学
校
に
通
い
、
教
育

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
地
域
や
学
校
等
と
連
携
し
た
「
ス
ク
ー
ル

ガ
ー
ド
事
業
」
を
開
始
し
ま
し
た
。

村
むらたせいこう

田精巧さん

担
当
校
区

西
原
地
区

８地区のスクールガード・リーダー（平成 18 年度）

市
い ち き あ き み

来秋美さん

担
当
校
区

野
里
地
区

渡
わたなべまさと

邉正人さん

担
当
校
区

鹿
屋
地
区

岩
いわもとまさかず

元正和さん

担
当
校
区

寿
地
区

松
まつざきしょうご

﨑省吾さん

担
当
校
区

大
姶
良
地
区

水
みずまちかつや

町勝也さん

担
当
校
区

吾
平
地
区

重
し げ た ひ さ よ

田久代さん

担
当
校
区

輝
北
地
区

児
こだまよしたか

玉芳貴さん

担
当
校
区

串
良
地
区

防犯に必要な護身術の講習心肺蘇生法の講習

あんしんメール

　鹿児島県警察では、子どもたちの安
全確保や地域の犯罪防止を図るため、
「県警あんしんメール」を行っています。
　「県警あんしんメール」とは、会員
登録した人の携帯電話に県内各地で発
生した、

○声かけ事案、変質者その他不審者
の出没など、子供や女性に対する
犯罪の前兆と思われる事案

○子供を対象とした連れ去り、強制
わいせつ、通り魔事件など重要又
は特異な犯罪発生に関する情報

○防犯パトロールなどの有益な情報
などを携帯電話に配信するものです。

会員登録の手順

手順①
「kp110@123123.tv」へ空メールを
送信

手順②
県警からメールが送られてくるので、
添付してある次のＵＲＬをクリック
してください。
http://www.123123.tv/k/ansin/
kp110/puser.jsp?key

手順③
居住区・年代など必要事項を入力し、
最後に「登録」を押します。

※①②③の手順で登録してください。
※メール受信・拒否設定している場

合は、「123123.tv」のドメイン指
定受信の設定をしてください。

【問い合わせ】
　鹿屋警察署　☎ 0994-44-0110

登
下
校
時
に

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
を
配
置

県警
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日
米
両
政
府
は
、
５
月
１
日
に
訓
練
・
運
用
の
た
め
、
空
中

給
油
機
部
隊
が
鹿
屋
基
地
に
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
展
開
す
る
と

い
う
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
最
終
報
告
を
発
表
し
ま
し
た
。
ま
た
、

５
月
30
日
に
は
、
今
回
の
米
軍
再
編
の
実
施
に
関
す
る
閣
議
決

定
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
一
連
の
動
き
を
踏
ま
え
、
鹿
屋
市
が
新
た
に
提
出
し

た
質
問
や
、
こ
れ
ま
で
に
提
出
し
て
い
た
質
問
に
つ
い
て
、
国

か
ら
回
答
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

米軍空中給油機
移駐問題

引
き
続
き
、
詳
細
な
説
明
を
国
に
要
望

　

鹿
屋
市
は
、
昨
年
10
月
に
中

間
報
告
が
発
表
さ
れ
て
以
降
、

１
３
２
項
目
の
質
問
書
を
国
に
提

出
し
、
移
駐
案
の
詳
細
に
つ
い
て

説
明
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
質
問
に
対
す
る
回
答
に
つ

い
て
は
、
米
国
側
と
協
議
中
だ
っ

た
こ
と
な
ど
か
ら
、
空
中
給
油
機

の
騒
音
や
訓
練
形
態
、
新
た
に
整

備
さ
れ
る
施
設
な
ど
、
市
民
生
活

や
地
域
経
済
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
事
項
に
つ
い
て
は
、
実
質
的

に
未
回
答
と
な
っ
た
項
目
が
多
数

あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
終
報
告
に
盛
り
込
ま

れ
た
空
中
給
油
機
の
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
展
開
に
つ
い
て
も
、
具
体
的

内
容
や
実
施
時
期
が
不
明
だ
っ
た

こ
と
か
ら
、
市
で
は
、
新
た
に
質

問
書
を
提
出
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
鹿
屋
市
か
ら
の
質

問
に
対
す
る
未
回
答
の
部
分
や
新

た
な
質
問
に
対
し
、
国
は
、
ま
ず
、

６
月
８
日
に
、
最
終
報
告
に
関
す

る
質
問
に
つ
い
て
回
答
。
そ
の
内

容
は
、

■
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
展
開
の
実
施

時
期
に
つ
い
て
は
、
空
中
給
油

機
部
隊
が
岩
国
基
地
に
移
駐
し

た
後
に
実
施
す
る
こ
と

■
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
及
び
運
用
の

具
体
的
な
計
画
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
米
側
部
内
に
お
い
て
検

討
す
る
こ
と

と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

７
月
12
日
に
は
、
先
の
１
３
２

項
目
の
質
問
事
項
の
う
ち
、
実
質

的
に
未
回
答
と
な
っ
て
い
た
項
目

に
つ
い
て
回
答
。
中
間
報
告
の
空

中
給
油
機
部
隊
の
鹿
屋
基
地
へ
の

移
駐
か
ら
、
最
終
報
告
で
の
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
展
開
へ
の
変
更
を
踏

ま
え
て
の
回
答
で
し
た
が
、
空
中

給
油
機
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
展
開

及
び
訓
練
の
詳
細
な
ど
、
市
民
生

活
に
影
響
を
与
え
る
事
項
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
、
日
米
間
で
調

整
・
検
討
す
る
と
の
回
答
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
補
給
施
設
や
家
族
住
宅
、

商
業
・
娯
楽
施
設
（「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
サ
ポ
ー
ト
関
連
施
設
」）

な
ど
の
基
地
施
設
に
つ
い
て
は

「
大
規
模
な
整
備
は
、
現
時
点
で

想
定
し
て
い
な
い
」
と
し
つ
つ
、

個
別
の
施
設
に
つ
い
て
は
、「
今

後
、
具
体
的
に
検
討
す
る
」
と
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
回
答
を
受
け
、
市
は

国
に
対
し
、
市
民
・
地
域
に
及
ぼ

す
影
響
等
に
つ
い
て
検
証
で
き
る

よ
う
、
引
き
続
き
詳
細
な
説
明
を

要
望
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
今
後
と
も
、
説
明
が

あ
っ
た
段
階
で
、
市
民
の
皆
様
に

お
知
ら
せ
し
て
い
く
予
定
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
地
域
政
策
課

　

☎
０
９
９
４

－

31

－
１
１
５
４

質問書に対する国からの主な回答の概要
質問事項の概要 回答内容の概要 備考

1
普天間代替施設完成以前にローテー
ション展開が先行実施される可能性に
ついて

普天間代替施設が完成し、岩国基地へ空中給油機が移駐
した後に、鹿屋基地等へのローテーション展開が実施さ
れると考えている。

前回回答と
ほぼ同じ

2

①「他の自衛隊又は米軍の輸送機・哨
戒機の一時的展開」の内容（期間、
頻度、形態）について

②これ以外の他の付随的な計画の有無
について

①他の輸送機、哨戒機の一時的な展開については、あく
まで一時的なものであり、自ずと限定的なものになる。

②中間報告に記載された輸送機又は哨戒機の一時的な展
開以外に日米間で協議された事項はない。

①は前回回答と
ほぼ同じ

3
最終報告に記載された「ローテーショ
ン」及び「運用」の具体的内容につい
て

①ローテーションとは、空中給油機２～３機が交代で、鹿
屋基地やグアムに展開することを指すが、具体的な計画
について、今後、米側内部において検討される。

②運用とは、通常任務として行われる空中給油等を示すと
理解している。

前回回答と
ほぼ同じ

4
空中給油機の飛行コース、訓練時間、
飛行時間帯、離着陸回数、行動範囲に
ついて

①飛行コースが自衛隊と異なる場合は、説明できるよう米
側と調整していく。

②訓練時間や時間帯等は、移駐する訳ではないため、限
定的なものになる。

③離着陸回数について説明できるよう、米側と調整してい
く。

④運用及び訓練などに係る行動範囲については、米軍の
運用に関わるので、確定的に言えない。

前回回答と
ほぼ同じ

5 騒音苦情に対する窓口の設置について 米軍側の窓口は設置されないと考えられるので、福岡防衛
施設局及び宮崎防衛施設事務所で対応する。

6 鹿屋基地までの燃料の輸送方法につい
て

基本的に、タンクローリーにより燃料を輸送するものと考
えているが、今後、米側との調整により、異なる輸送手段
を採る場合には、適宜説明する。

前回回答と
ほぼ同様

7

空中給油機の展開を受け入れるために
必要な施設及び米軍と自衛隊が共同
使用する施設の詳細、並びに建設スケ
ジュールについて

①既存の海上自衛隊の施設を活用し、駐機場や宿泊施設
などの必要性について、今後、具体的に検討していく。

②滑走路や誘導路、訓練のための支援施設の一部は共同
使用することが考えられるが、今後、具体的に検討する。

③部隊は常駐しないので、大規模な整備・補給施設や家
族住宅、商業・娯楽施設（「コミュニティ・サポート関連
施設」）などを建設することは現時点で想定していない。

①、②は前回
回答とほぼ同じ

8 隊員とその家族の人数及び居住形態に
ついて

①司令部や家族住宅は岩国に置かれることになったことか
ら、鹿屋基地に大規模な人員が常駐することは想定し
ていない。
②管理要員としての米軍人等の常駐については、引き続き
検討するが、大規模な常駐人員は想定していないこと
から、基本的に基地内に居住すると考えられる。



KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONS

さっぱりとした食感が楽しめる黒豚の肉輝北地区で生産されている
スターポーク

県
内
一
の
規
模
を
誇
る

鹿
屋
市
の
養
豚
業

　

豚
の
飼
養
頭
数
及
び
年
間
出
荷

頭
数
全
国
一
を
誇
る
鹿
児
島
県
産

の
豚
は
、
肉
質
や
味
わ
い
の
良
さ

か
ら
全
国
の
消
費
者
に
高
い
評
価

を
得
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
豚
の
県
内
一
の

飼
養
頭
数
・
出
荷
頭
数
・
産
出
額

を
誇
る
の
が
鹿
屋
市
で
す
。

　

市
内
に
は
、
黒
豚
の
養
豚
農
家

が
70
戸
、
白
豚
の
養
豚
農
家
が

１
３
４
戸
あ
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

は
、
生
産
か
ら
肥
育
ま
で
一
貫
し

て
行
っ
て
い
ま
す
。
通
常
１
回
の

分
娩
で
黒
豚
は
８
頭
ほ
ど
産
ま
れ
、

約
８
か
月
間
飼
養
し
て
出
荷
。
そ

れ
に
対
し
、
白
豚
は
11
頭
ほ
ど
産

ま
れ
、
約
７
か
月
間
飼
養
し
て
出

荷
し
ま
す
。

　
約
４
０
０
年
前
に
伝
わ
っ

た
黒
豚

　

黒
豚
は
、
両
前
足
・
両
後
足
・

鼻
先
・
尻
尾
の
先
の
計
６
か
所
が

白
毛
で
覆
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

「
六ろ
っ
ぱ
く白
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
歴
史
は
古
く
、
約
４
０
０

年
前
に
琉
球
か
ら
伝
わ
っ
た
と
さ

れ
、
明
治
以
降
、
肉
質
・
肉
色
等

の
黒
豚
本
来
の
良
さ
を
残
し
な
が

ら
品
種
改
良
を
重
ね
続
け
、
現
在

の
黒
豚
が
で
き
上
が
り
ま
し
た
。

　
「
か
ご
し
ま
黒
豚
」
の
銘
柄
で

知
ら
れ
て
い
る
鹿
児
島
の
黒
豚
は
、

味
や
肉
質
を
よ
く
す
る
た
め
サ
ツ

マ
イ
モ
を
含
ん
だ
飼
料
な
ど
を
与

え
る
な
ど
し
て
飼
育
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
結
果
、
脂
肪
融
点
（
脂
肪
の

溶
け
る
温
度
）
が
他
の
豚
肉
よ
り

高
く
、
肉
質
は
筋
繊
維
が
細
か
い

な
ど
の
特
徴
が
あ
り
、「
歯
切
れ

が
よ
い
」「
柔
ら
か
い
」「
う
ま
み

が
あ
る
」
と
全
国
的
に
高
い
人
気

を
誇
っ
て
い
ま
す
。

白
豚
の
銘
柄
確
立
を
図
る

　

県
内
の
出
荷
頭
数
の
約
８
割
を

占
め
る
白
豚
で
も
、
黒
豚
同
様
に
、

そ
の
銘
柄
確
立
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

県
下
で
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ
を
は

じ
め
、
主
成
分
の
カ
テ
キ
ン
に
血

圧
上
昇
抑
制
作
用
や
消
臭
作
用
な

養豚農家戸数（戸）

鹿屋市 204

曽於市 103

志布志市 76

総飼養頭数（頭） 

鹿屋市 310,000

曽於市 169,000

大口市 148,000

出荷頭数（頭）

鹿屋市 464,000

曽於市 228,000

大口市 190,000

産出額（千万円）

鹿屋市 1,622

曽於市 931

大口市 642

　夫婦で養豚業を始めて20 年。スターポークを生
産するようになってから10 年たちました。
　現在600 頭飼育していますが、全てがスターポー
クとして認定されるわけではありません。肉質･系統
が優れた豚だけがスターポークと認められます。豚
を飼育していて今一番怖いのは病気です。そのため、
豚を飼育する時は、病気にかからないよう、常に気
を配っています。やっぱり、一頭でも多くのスターポー
クを生産し、出荷したいですからね。高齢化で減り
続ける生産者を増やすことは大きな課題です。その
ためにも、夫婦一緒に魅力を感じられる養豚農家を
目指して頑張ります。

一頭でも多くの
スターポークを生産したい

ど
が
あ
る
こ
と
で
注
目
さ
れ
て
い

る
茶
を
添
加
し
た
飼
料
を
食
べ
さ

せ
て
育
て
た
、
体
に
良
く
お
い
し

い
「
茶

ち
ゃ
ー
み
ー
と
ん

美
豚
」
が
生
産
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
輝
北
地
区
で
は
養
豚
農

家
グ
ル
ー
プ
が
、
独
自
の
配
合
飼

料
と
豊
富
な
地
下
水
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
っ
て
育
て
た
、
肉
に
甘
さ
と

風
味
が
あ
り
、
豚
特
有
の
臭
み
が

な
い
「
ス
タ
ー
ポ
ー
ク
」
を
生
産

す
る
な
ど
、
地
域
の
特
性
を
生
か

し
た
白
豚
の
銘
柄
確
立
が
図
ら
れ

て
い
ま
す
。

星空日本一にちなんで付けられたブランド名 “スターポーク” 鹿児島県を代表する豚 “かごしま黒豚”

山下　修さん　　  （43歳）
　　　みどりさん（43歳）
　　　　　　   輝北町諏訪原

鹿屋オリジナルの黒豚を
ブランド化したい

枦川　勝志さん　　 （40歳）
　　　　　　 　　　  上祓川町

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
畜
産
課

　

☎
０
９
９
４

－
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市
産
業
政
策
課

　

☎
０
９
９
４

－
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H16 年農林水産統計データから市産業政策課が試算

　現在、650 頭の黒豚を飼育していますが、多いと
きは800 頭飼育します。私は、黒豚をおいしくする
要素は「餌

えさ

・系統・環境」の三要素だと思っています。
その中でも大事な要素は “餌” ですね。餌が違えば
味も大きく違います。そのため、国産のサツマイモ
や遺伝子組み換えをしていない原料を使用するなど、
いろんな試みを繰り返しながら、良質な黒豚の生産
を目指しています。
　また、黒豚の今後を考えると、鹿屋オリジナルの
黒豚をブランド化する必要があると感じています。他
の黒豚の養豚農家と連携しながらブランド化を図っ
ていきたいですね。



　
『
か
の
や
夏
祭
り
』
は
、
室
寿
の
儀
や
踊

り
コ
ン
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
た
７
月
21
日
の

前
夜
祭
を
皮
切
り
に
開
催
さ
れ
、
22
日
の

総
踊
り
に
は
、
44
チ
ー
ム
約
２
，
３
０
０

人
が
参
加
し
、
市
街
地
を
ハ
ン
ヤ
の
リ
ズ

ム
に
合
わ
せ
た
威
勢
の
良
い
踊
り
で
練
り

歩
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
23
日
に
は
鹿
屋
商
工
会
議
所
前
で

花
火
大
会
が
開
催
さ
れ
、
約
４
，
５
０
０
発

の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

曽の国の物語にもとづいて行われた
室寿の儀（21日）

ウナギのつかみ取り大会（22日）

ミスかのや
も踊り連に
参加

ライトアップされた建設中の再開発
ビル（22日）

バルーンアートをプレゼント

輝北婦人部つばき会が踊り連に参加

鹿屋・輝北・串良・吾平の青年団は合同チー
ムで参加

はるばる関東から参加した『関東鹿屋会』
の踊り連
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７月７日に開催された第１回鹿屋市バス路線検討委員会

バス路線廃止問題

鹿屋市バス路線検討委員会を設置
市民の意見を聞きながら代替交通手段の確保などを検討

市
民
の
意
見
を
聞
く
た
め

の
委
員
会
を
設
置

　

岩
崎
グ
ル
ー
プ
は
、
同
グ
ル
ー

プ
で
運
行
す
る
バ
ス
路
線
に
つ
い

て
、
利
用
者
の
減
少
や
規
制
緩
和

に
よ
る
経
営
悪
化
な
ど
を
理
由
に
、

今
年
11
月
上
旬
に
、
国
や
県
か
ら

補
助
金
が
出
て
い
な
い
赤
字
路
線

を
廃
止
す
る
と
し
て
、
５
月
８
日
、

国
に
廃
止
届
け
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

同
グ
ル
ー
プ
が
鹿
屋
市
内
で
運

行
す
る
バ
ス
路
線
は
計
73
系
統
。

そ
の
う
ち
60
系
統
は
、
赤
字
路
線

と
し
て
、
今
回
の
廃
止
対
象
路
線

と
な
る
こ
と
か
ら
、
市
で
は
、
こ

れ
ま
で
大
隅
地
域
４
市
５
町
で
大

隅
地
域
バ
ス
路
線
対
策
研
究
会
を

設
置
し
て
対
応
を
協
議
。
鹿
児
島

県
や
同
グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
、「
大

隅
地
域
で
の
バ
ス
路
線
の
重
要

性
」
な
ど
を
訴
え
る
た
め
の
要
望

活
動
の
実
施
、
路
線
存
続
に
向
け

た
県
の
代
替
バ
ス
事
業
の
導
入
に

つ
い
て
協
議
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
今
回
、
廃
止
対
象
路
線
と

さ
れ
て
い
る
60
系
統
の
う
ち
、
県

の
補
助
金
が
見
込
ま
れ
な
い
系
統

に
つ
い
て
、
市
民
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
代
替
交
通
手
段
の
確
保
な

ど
を
検
討
す
る
た
め
、
鹿
屋
市
バ

ス
路
線
検
討
委
員
会
（
東
桂
木
滿

州
男
会
長
）
を
設
置
し
、
７
月
７

日
に
第
１
回
目
の
会
議
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

同
会
は
、
輝
北
、
吾
平
、
串
良

の
各
地
域
協
議
会
や
町
内
会
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
な
ど
関
係
団
体
の
委
員
20
人

で
構
成
。
会
で
は
、
バ
ス
路
線
廃

止
に
伴
う
対
応
の
経
過
が
報
告
さ

れ
た
ほ
か
、
バ
ス
の
利
用
状
況
を

調
査
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
市
民
の

路
線
バ
ス
の
利
用
状
況
や
地
域
交

通
に
対
す
る
意
見
・
要
望
等
を
把

握
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
５
月
22

日
か
ら
６
月
12
日
に
か
け
て
、
15

歳
以
上
の
市
民
２
，
３
２
１
人
を

対
象
に
実
施
し
、
１
，
９
２
１
人

か
ら
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。（
回

収
率
83
％
）

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
路
線
バ
ス
を

利
用
し
て
い
る
人
は
約
33
％
で
、

そ
の
主
な
利
用
目
的
に
、
病
院
や

買
物
、
通
学
な
ど
を
あ
げ
、
利
用

し
な
い
人
は
、
そ
の
理
由
に
93
％

の
人
が
自
動
車
等
の
利
用
を
挙
げ

ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、

路
線
バ
ス
が
な
く
な
っ
た
と
き
の

影
響
に
つ
い
て
は
46
％
の
人
が
困

る
と
答
え
、
60
％
の
人
が
、
路
線

バ
ス
を
維
持
す
べ
き
と
回
答
し
て

い
ま
す
。

　

同
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ら
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
も
参
考
に
し
な
が
ら
、

11
月
ま
で
に
代
替
交
通
手
段
の
確

保
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く

予
定
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
地
域
政
策
課

　

☎
０
９
９
４

－
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－
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５
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■  鹿屋市のバス路線図  ■



　受賞した12月号は、旧鹿屋市発行の最終号となった広報紙
です。内容は、64年間に及ぶ市の歴史や在日米軍空中給油機
の移駐問題を特集として扱ったもので、総評では、「広報紙で
扱うにはややかたいともいえる鹿屋基地への米軍空中給油機移
駐問題を特集で思い切って扱い、その経緯や政府の説明内容、
市の対応などを詳細に記している。新聞で伝えられる問題だが、
その情報をかみ砕くための基本が盛り込まれていた。また、旧
市の歴史を綴った特集も比較的よく整理され、各家庭保存版と
もいえる内容になっている」と評価されました。

　

平
成
17
年
度
鹿
児
島
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
合
併
前
の
旧
鹿
屋
市
で
発
行
し
て

い
た
広
報
紙
「
広
報
か
の
や
」
の
12
月
号
が
、最
高
賞
と
な
る
特
選
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
広
報
紙
作
成
の
功
労
者
と
し
て
、
旧
吾
平
町
の
広
報
紙
「
広
報
あ
い
ら
」

で
文
化
財
を
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
た
松
山
三
郎
さ
ん
と
、旧
串
良
町
の
広
報
紙
「
広

報
く
し
ら
」
に
、
４
コ
マ
漫
画
を
寄
稿
し
た
大
吉
千
明
さ
ん
が
広
報
功
労
者
表
彰
を

受
け
、
７
月
18
日
、
鹿
児
島
市
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

松山三郎さん（90 歳）
吾平町麓

　旧吾平町の広報紙
「広報あいら」で６年
９か月にわたり「吾平
町名所散歩」という
タイトルで、吾平町内
の文化財を分かりや
すく紹介しました。

大吉千明さん（70 歳）
串良町細山田

　旧串良町の広報紙
「広報くしら」に、25
年２か月にわたり社会
風刺的な題材をユー
モアを交えて表現した
４コマ漫画を寄稿しま
した。

　吾平山上陵があるなど、吾平の歴史は誇り高
く、紹介したい歴史もたくさんあります。
おかげで、執筆作業はとても楽しく、頭の体操
にもなりました。
　「吾平の歴史を多くの人に伝えること」は、私
の生き甲斐。現在も約180 年ほど前に写本さ
れた『姶良名勝志』の間違いを正す作業に熱中
しています。

　毎月、『ユーモアのある身近な話題』を探す
のに苦労しましたが、案さえまとまれば、得意
の漫画を書くのは１時間程度でした。４コマで
物語を表現するのはたいへん難しい作業です
が、逆にそれが４コマ漫画の魅力。締め切りに
追われたこともありましたが、書き終わった時
の格別な達成感を味わいながら書き続けました。
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鹿屋市児童センター

　今坂町（西原台小学校裏）
　☎ 0994-44-9825

子
育
て
支
援
施
設

か
の
や

子
育
て
ガ
イ
ド
⑤

　

市
内
に
は
、「
児
童
セ
ン
タ
ー
」

「
児
童
館
」「
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
」
な
ど
の
子
育
て
支
援
施
設

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
施
設
は
、
子
ど
も
た

ち
は
も
ち
ろ
ん
、
子
育
て
中
の
保

護
者
の
出
会
い
・
交
流
・
活
動
の

【問い合わせ】市子育て支援課　☎ 0994-31-1134

場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
子
育
て
に
つ
い
て
一
緒
に

考
え
た
り
親
子
交
流
な
ど
を
行
う

母
親
ク
ラ
ブ
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
料
は
無
料
で
、
就
学
前
の

小
さ
な
お
子
さ
ん
は
保
護
者
の
付

き
添
い
が
必
要
で
す
。
気
軽
に
足

を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
活
動
内
容
等
に
つ
い
て
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
施
設
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

開館時間＝８時 30分～ 17時
休館日＝月曜、祝日、年末年始
活動している母親クラブ
　・あじさい（第３土曜日）
　・さくらんぼ（第１・３・４水曜日）
　・なかよし（月１回程度）

わかば児童館

　寿４丁目（わかば保育園に併設）
　☎ 0994-44-5234

開館時間＝８時～ 18時
休館日＝日曜、祝日、年末年始
活動している母親クラブ
　・母と子の楽楽（月～土曜日）

鹿屋市地域子育て
支援センター（ふたばＲＣルーム）

上谷町（二葉保育園に併設）
☎ 0994-41-6192

開館時間＝ 10時～ 15時
　　　　　（水曜日は午前中のみ）
休館日＝土・日曜、祝日、年末年始
活動内容
　子育て相談、身体測定、
　移動ＲＣルーム
　など

串良地域子育て
支援センター

　串良町岡崎（串良友愛の郷）
　☎ 0994-63-7818

開館時間＝ 10時～ 17時
休館日＝土・日曜、祝日、年末年始
活動内容
　育児不安の相談指導など

郷之原トンネル
国道 220 号線

慰霊塔

小塚公園
西原台小学校

市児童センター

わかば
児童館

GS鹿屋警察署

寿北小学校

寿交番

わかば保育園

西
原
小
学
校

ふたば RC
ルーム

二
葉
保
育
園

市保健相談センター

鹿屋バスセンター

市立図書館

下
谷
川

郵便局

地域子育て
支援センター

串良総合支所

串良小学校
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夏を前に市内をきれいに  ～各地で清掃作業を実施～

　７月２日、高須・浜田海
岸で周辺の町内会や市内の
各種団体から総勢480人が
参加した錦江湾クリーン
アップ作戦（錦江湾みらい
総合戦略推進協議会主催）
が行われ、約550袋のごみ
が回収されました。

　７月12日、鹿屋建
友会青年部や鹿児島
県建設業協会鹿屋支
部青年部のメンバー
など約100人が重機な
どを使って海岸の清
掃を行いました。

『マリンフェスタ
2006inかのや』を開催

　７月16日、高須・浜田海岸で『マリンフェ
スタ2006inかのや』が開催されました。
　当日は、夏の日差しが降りそそぐなか、
ビーチバレーやビーチサッカーのほか、貝
掘り大会やマリンスポーツの体験など、海
を舞台にした楽しいイベントが行われ、多
くの人出でにぎわいました。

海岸を埋め尽くさんばかりの大勢の人が参加した貝掘り大
会。

ビーチバレー

ビーチサッカー

オーシャンカヤックを体験

第
88
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権
鹿
児
島
大
会
決
勝
戦

夢
の
甲
子
園
ま
で
あ
と
一
歩
！

　

７
月
21
日
、
県
立
鴨
池
球
場
で

第
88
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権
鹿

児
島
大
会
の
決
勝
が
行
わ
れ
、
鹿

屋
高
校
が
鹿
児
島
工
業
高
校
を
相

手
に
接
戦
を
演
じ
ま
し
た
が
、
８

対
７
と
惜
敗
し
ま
し
た
。

　

試
合
は
、
鹿
屋
高
校
が
２
回
２

死
満
塁
か
ら
押
し
出
し
で
先
制
。

流
れ
に
乗
る
か
と
思
わ
れ
ま
し
た

が
、
降
り
出
し
た
雨
で
一
時
中
断
。

逆
に
そ
の
裏
、
波
に
乗
っ
た
鹿
児

島
工
業
が
打
者
12
人
を
送
る
猛
攻

で
７
点
を
奪
い
、
３
回
に
も
１
点

を
追
加
。
７
点
差
が
つ
い
て
し
ま

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
鹿
屋
高
校

は
そ
こ
か
ら
驚
異
的
な
粘
り
を
見

せ
４
回
に
２
点
、
７
回
に
３
点
を

追
加
。
手
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
ま

で
い
っ
て
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
に

思
え
た
甲
子
園
へ
の
切
符
を
た
ぐ

り
寄
せ
、
最
後
は
１
点
差
ま
で
詰

め
寄
り
ま
し
た
。
放
っ
た
安
打
は

実
に
19
本
。
10
安
打
の
鹿
児
島
工

業
を
圧
倒
し
な
が
ら
も
１
点
差
に

泣
い
た
試
合
で
し
た
。

　

大
隅
勢
の
夏
の
県
大
会
決
勝
へ

の
進
出
は
、
昭
和
45
年
の
鹿
屋
工

業
高
校
（
鹿
児
島
商
工
高
校
に
３

－

０
で
惜
敗
）
と
一
昨
年
の
鹿
屋

中
央
高
校
（
鹿
児
島
実
業
高
校
に

６

－

５
で
惜
敗
）
に
つ
い
で
２
年

ぶ
り
３
回
目
。
今
回
、
３
度
目
の

正
直
と
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

大
隅
初
の
甲
子
園
出
場
も
夢
で
は

な
い
こ
と
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
た

試
合
で
し
た
。

県立鴨池球場のスコアーボード。２回裏の７点が重くのしかかりました。

四回表、タイムリーを放ち三塁ベー
ス上でガッツポーズを決める高畠
選手。

四回表、三塁打を放ち反撃の口
火を切る野間選手。

一回戦からの七試合で 878 球を
投げ抜いた篠原投手。

七回表、レフトスタンドに飛び
込むホームランを放ちナインに
祝福される吉國選手。

全校生徒が応援に駆け付け、熱
い声援を送り続けました。

　７月２日、鹿屋市衛生自
治団体連合会が中心になり、
自分たちの住んでいる地域
を快適な生活環境にしよう
と、鹿屋地区で一斉清掃が
行われ、41町内会から約
6,300人が参加。４トント
ラック４台分のごみが集め
られました。
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　7月４日、いずみ幼稚園の園児が吾平総合支所に
元気な歌声とともに七夕飾りを贈りました。
　子供たちの願いが込められた短冊には「テレビ
アニメのヒーローやヒロインになりたい」など、
かわいらしい願いがいっぱいでした。

天まで届け私の願い

　鹿屋市地域婦人団体連絡協議会
が海上自衛隊鹿屋航空基地にソメ
イヨシノ２本を寄贈しました。
　これは、女性の住みやすい地域
づくりを進める同会が、設立60周
年を記念して、桜の名所として知
られる同基地の桜並木にもっとた
くさんの桜を咲かせようと、台風
などで枯れた桜の跡に植えたもの。
鹿屋航空基地では、大切に育てて
桜並木にたくさんの桜を咲かせた
い」と話しました。

　串良町上小原の養まん場で体長
40ｃｍ程の白うなぎが２匹見つか
りました。
　見つかった２匹は、一年半前に
購入したシラスウナギを養殖した
もので、体長40cm、重さ約400ｇ。
県水産技術センターによると色素
が脱落したのではないかと見られ
ています。同養まん場の松延一彦
さんは「景気が上向くよう、商売
繁盛と幸運に繋がって欲しいです
ね」と話していました。

　７月28日、大隅湖で第９回鹿
屋市小学生カヌー大会が開催され
ました。
　この大会は、競技を通じた豊か
な人間性の育成と、学校間の交流
を目的に行っているもので、市内
の31小学校の５・６年生約300人が
参加。児童たちは、同級生や保護
者の声援を背に、湖面をうつ波に悪
戦苦闘しながらも、カヌーを真っ
直ぐ進めようと一生懸命パドルを
漕いでいました。

　７月11日、海上自衛隊鹿屋航空基地で、子供たち
の安心・安全の確保を支援する通勤防犯パトロール
隊の発足式が行われました。
　この隊は、同基地の隊員約300人が、自家用車の
助手席サンバイザー等に防犯パトロールと表示され
たカードを装着し、通勤時にパトロールを実施しよ
うと発足したもの。式では、鶴崎三等海佐が「積極
的にパトロールします」と決意を述べ、さっそく約
100台が基地を出発。隊員の通勤時間が異なること
から、犯罪防止が期待されています。

商売繁盛と
幸運に繋って！

　７月12日、正覚寺
保育園の園児20人が
輝北天球館で七夕飾
りを行いました。
　 子 供 た ち は「野
球選手になりたい」
「サッカー選手になり
たい」などと書いた
短冊をササに結びつ
け喜んでいました。

鹿屋航空基地に
通勤防犯パトロール隊発足

　７月15日・16日に、県民健康プラザ健康増進セン
ターで同センターの開設５周年記念イベントが開催
されました。
　同センターは、平成13年に地域の健康を目的に、
プール、トレーニング施設等を利用できる場所とし
てオープン。イベントでは、骨密度、体脂肪率をチェッ
クする健康度測定や親子栄養教室、健康ウォーキン
グ等をはじめ、鹿屋医療センターの中尾正一郎院長
による記念講演も行われ、多くの人が健康の大切さ
を再認識しました。

健康の大切さを再認識

　７月12日、市農業研修センターで平成18年度営農
の門出を励ます会が行われ、平成17年度から新たに
農業に取り組んだ新規就農者23人の門出を祝いまし
た。
　肉用牛の生産や酪農、養豚、花き栽培などに取り
組む新規就農者は、年齢も19歳から42歳と幅広く、
ＩターンやＵターン、転職など就農形態も様々。会
では、「どんどん新しいことに挑戦したい」「親に負
けないように頑張り、大隅で１番を目指したい」など、
一人ひとり力強い抱負を述べました。

　７月18日、鹿屋東地区学習センター内に、子育て
支援施設つどいの広場「ひよこ」がオープンしました。
　この広場は、乳幼児（０～３歳児）を持つ母親た
ちが気軽に集い、育児に関する情報交換を行った
り、交流を図ったりする場所として、県内各地に先
駆けて開設しました。毎週火・木・金曜日に利用でき、
木曜日には子育てアドバイザーによる相談も行われ
ています。開設式では、沢田五己先生のリズムに合
わせて体を動かすリトミック教室が行われ、参加し
た約70組の親子は、音楽に合わせて楽しく運動して
いました。

気軽に集える広場
「ひよこ」がオープン

センター横のグラウンドにソメ
イヨシノを植樹。

　七夕を前に串良幼稚園、ふたば保育園、
正徳保育園、洗心保育園の園児が、串良総
合支所に七夕飾りを贈りました。
　ハンガーで作ったものなど、工夫を凝ら
した各園の七夕飾りには、「字がきれいに
なりますように」や「弟と仲良くできます
ように」など、たくさんの願い事が書かれ
た短冊が飾られていました。

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
を
寄
贈

新規就農者
23人の門出を祝う

湖面をうつ波に悪戦苦闘
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　7月24日、8月から近畿で開催されるインターハイ
に出場する鹿屋中央高校女子バレー部の岩切浩也監
督と部員23人が市役所を表敬訪問しました。
　同校女子バレー部は、３年連続３回目のインター
ハイ出場で、前々回ベスト８、前回ベスト４を誇る
全国有数の強豪校。山下市長が「これまで鍛えてき
た力を発揮して優勝してほしい」と激励すると、上
屋敷綾主将（３年）は「全力を尽くして日本一を目
指します」と力強く決意を話してくれました。
※鹿屋中央高校バレー部は見事全国制覇！結果は次
号でお知らせします。

鹿屋中央高校女子バレー部が
表敬訪問

　串良公民館前の堀に今年も大賀ハスが可憐な淡紅
色の花を咲かせ、訪れる人の目を楽しませています。
　大賀ハスとは、昭和26年に植物学者の大賀一郎氏
が千葉県の検見川遺跡から約2000年前の古代ハスの
種を発見し、開花に成功した花。同堀の大賀ハスは、
志布志市の国分重春さんが株分けしたものを、昭和
58年に植えたもので、当時から毎年この時期になる
と、直径20cm程の大きく美しい花を咲かせています。

大賀ハスが開花

「ぶどう狩り」が始まる

早
期
水
稲
の
稲
刈
り
に
挑
戦

　吾平地区の小中学校の児童及び
生徒が、８月１日から６日かけて
早期水稲の稲刈りを行いました。
　これは、田植えから稲刈りまで
の米作りを通して、豊かな人間性
を育てようと行われている体験学
習で、吾平小学校では、学校近く
の田んぼで同小５年生52人が稲刈
りに挑戦。慣れない作業とあって、
汗びっしょりになりながらも見事
に実った稲を一握り一握り丁寧に
鎌で刈りとっていました。

　８月４日、吾平町上名の黒羽子観光農園でぶどう狩りが始まりました。
　同農園のぶどうは、水はけがよく、果実の栽培に適した同地区特有の
赤ボラ土で育てられるため、糖度が高く、酸味が少なくなるほか、果肉
の質が良くなるのが特徴。約１haのハウス内に「巨峰」と「竜宝」の２
種類のぶどうがたわわに実っており、多くの人が収穫に訪れています。
　当日行われたはさみ入れ式には、幼児など約30人が訪れ、自ら収穫し
たぶどうを早速試食。「甘くてとってもおいしい」と喜んでいました。

　７月20日～24日の集中豪雨に
より甚大な被害を受けた北薩地区
４市３町の方々を支援し、災害復
興に役立ててもらおうと、市では
被災直後の７月26日に、それぞれ
の市町に義援金20万円とビニール
シート50枚、携帯用ポリ容器100
個を手渡しました。
　また、一日も早い災害復旧を願
い、８月15日まで、市役所本庁及
び各総合支所に義援金箱を設置し
ています。

　７月24日、市営プールで第14回
鹿屋市小学校水泳記録大会が開催
されました。
　この大会は、水泳技能の向上と
競技を通して学校間の親睦等を図
ることを目的に行われており、市
内31小学校の５・６年生約660人
が参加。大会は、平泳ぎをはじめ、
バタフライやリレーなどで競われ、
選手達は、日ごろの練習の成果を
発揮しようと、ゴールを目指して
一生懸命泳いでいました。

　７月22日の早朝、浜田海岸
に体長１ｍ程のアカウミガメ
が上陸し、産卵しました。
　浜田海岸では、毎年５～６
回、ウミガメの産卵が確認さ
れていますが、今年は今回が
初めて。しかも、通常ウミガ
メは、夜中に産卵しますが、
今回は早朝に産卵した大変珍
しいケースでした。確認され
たウミガメの卵117個は、産
卵場所が水路近くだったため、
浜田小学校に設置されたふ化
場に移設。９月上旬ごろにふ
化する子ガメは、同校の児童
の手で、海に帰される予定です。

アカウミガメが
早朝に産卵

ピンポン玉とほとんど同じ大
きさの卵

災害復興に役立てて

産卵を終えて海へ帰るアカウミガメ

上
陸
し
た
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ

　８月１日、輝北町上百引の消防
操法訓練場で、鹿屋市輝北消防団
消防記念日行事が行われました。
　これは、消防法の施行を記念し
て旧輝北町時代から毎年開催して
いるもので、当日は78人の消防
団員が出席。記念式典では新入団
員の宣誓などが行われたほか、炎
天下のもと団員はきびきびとした
動作で規律訓練、操法披露を行い、
来場者の拍手を浴びていました。

鹿屋市輝北消防団
消防記念日行事を実施

※ぶどう狩りは９月中旬頃
までを予定しています。

市内31小学校の
水泳記録大会



KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONS

４
日
（
土
）

● 

開
講
日
時
＝
９
時
〜
13
時

● 

場
所
＝
鹿
屋
工
業
高
校
美
術
室

● 

受
講
料
＝
無
料
（
道
具
の
な
い

人
は
、
油
絵
道
具
・
キ
ャ
ン
バ

ス
等
が
１
万
円
程
度
必
要
）

● 

対
象
者
＝
20
歳
以
上
の
人

● 

募
集
定
員
＝
20
人
（
申
込
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

● 

応
募
方
法
＝
住
所
、
氏
名
（
フ

リ
ガ
ナ
）
、
電
話
番
号
、
生
年

月
日
、
受
講
経
験
の
有
無
を
記

入
し
、
郵
便
は
が
き
で
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

● 

応
募
期
限
＝
８
月
31
日
（
木
）

※
必
着

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

〒
８
９
３‒

０
０
３
２

　

鹿
屋
市
川
西
町
４
４
９
０
番
地

　

鹿
屋
工
業
高
校
県
民
大
学
係

　

☎
０
９
９
４‒

42‒

２
１
６
５

資
格
商
法
の
二
次
被
害

に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う

　

職
場
や
自
宅
に
電
話
を
か
け
て

き
て
、「
受
講
す
れ
ば
資
格
が
と

れ
る
」
な
ど
と
勧
誘
し
て
講
座
等

を
契
約
さ
せ
る
商
法
を
「
資
格
商

法
」
と
い
い
ま
す
が
、
そ
の
二
次

被
害
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

Information

Information

日日 月月 火火 水水 木木 金金 土土

1 2
3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

2006 9月

消費税抜価格

地区名 性別  頭数（頭） 平均価格（円） 最高価格（円） 最低価格（円） 平均体重（kg）

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
事
業
者

の
説
明
が
お
か
し
い
」
と
思

っ
た
ら
き
っ
ぱ
り
と
断
り
ま

し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
民
総
合
相
談
室

　

☎
０
９
９
４‒

43‒
２
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　

内
線
３
１
９
１

第
18
回
鹿
屋
地
区
「
健

康
ハ
ー
ト
市
民
セ
ミ

ナ
ー
」

　

市
と
鹿
屋
市
医
師
会
で
は
、
救

急
医
療
週
間
行
事
と
し
て
、「
健

康
ハ
ー
ト
市
民
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開

催
し
ま
す
。

● 

日
時
＝
９
月
７
日
（
木
）
14
時

〜
16
時

● 

場
所
＝
鹿
屋
市
医
師
会
館
（
西

原
３
丁
目
）

● 

入
場
料
＝
無
料

● 

内
容

・
救
急
医
療
講
演

演
題
＝
「
心
臓
血
管
の
緊
急
を

要
す
る
病
気
」

講
師
＝
鹿
屋
医
療
セ
ン
タ
ー
内

科
・
循
環
器
科
部
長

亀
甲
真
弘
先
生

 ・
応
急
手
当
、
心
肺
蘇
生
法
の
実

技
指
導
＝
大
隅
肝
属
地
区
消

防
組
合

【
問
い
合
わ
せ
】

　

鹿
屋
市
医
師
会

　

☎
０
９
９
４‒

43‒

４
７
５
７

通
行
止
め
の
お
知
ら
せ

　

排
水
路
（
３
号
排
水
路
）
の
改

修
工
事
に
伴
い
、
県
道
鹿
屋
環
状

線
が
通
行
止
め
に
な
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
付
近
を
通
行
す
る
と
き

は
迂
回
路
の
案
内
標
識
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

● 

通
行
止
期
間
（
予
定
）
＝
９
月

上
旬
〜
12
月
上
旬

● 

工
事
箇
所

【
問
い
合
わ
せ
】

　

鹿
屋
耕
地
事
務
所

　

☎
０
９
９
４‒

43‒

３
１
２
１

　
　
　
　
　
　
　

内
線
３
３
２

● 

二
次
被
害
と
は

　

以
前
電
話
勧
誘
な
ど
で
、
資

格
講
座
の
教
材
を
契
約
し
た
こ

と
の
あ
る
人
が
、「
資
格
を
取

得
す
る
ま
で
契
約
は
終
わ
ら
な

い
」「
前
の
講
座
の
解
約
手
続

が
済
ん
で
い
な
い
」
な
ど
と
偽

り
の
説
明
を
受
け
、
新
た
な
契

約
を
結
ん
だ
り
、
解
約
手
数
料

を
払
っ
た
り
す
る
な
ど
再
び
被

害
に
あ
う
ケ
ー
ス
を
い
い
ま
す
。

● 

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

・
支
払
い
が
完
了
し
て
い
れ
ば
、

義
務
は
果
た
し
て
い
る
の
で
、

講
座
の
解
約
手
数
料
が
い
る

な
ど
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
き
然
と
し
た
態
度
で

断
り
ま
し
ょ
う
。

・
電
話
勧
誘
販
売
は
法
規
制
が
あ

り
、
一
度
断
っ
た
消
費
者
に

対
し
て
再
勧
誘
を
し
て
は
い

け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
し
つ
こ
い
勧
誘
に
対
し

て
は
、
き
然
と
し
た
態
度
で

断
り
続
け
ま
し
ょ
う
。

・「
名
簿
が
ほ
か
の
業
者
に
流

出
し
て
お
り
、
勧
誘
の
電
話

が
増
え
る
」
と
説
明
さ
れ
て
、

業
者
と
名
簿
削
除
の
契
約
を

し
た
と
し
て
も
、
今
後
い
っ

さ
い
勧
誘
の
電
話
が
か
か
っ

て
こ
な
い
と
い
う
保
障
は
あ

り
ま
せ
ん
。
名
簿
に
名
前
が

載
っ
て
い
て
も
心
配
す
る
こ

日日 月月 火火 水水 木木 金金 土土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

2006 8月

み
く
だ
さ
い
。

● 

受
講
料
＝
無
料
（
講
座
に
よ
り

テ
キ
ス
ト
代
が
必
要
）

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

※
申
込
み
の
少
な
い
講
座
は
開
設

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　

☎
０
９
９
４‒

43‒

４
６
４
０

第
54
回
鹿
児
島
県
発
明

く
ふ
う
展
作
品
募
集

　

発
明
の
奨
励
と
発
明
考
案
等
に

対
す
る
関
心
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
に
、
鹿
児
島
県
発
明
く
ふ
う
展

を
開
催
し
、
広
く
県
民
か
ら
作
品

を
募
集
し
ま
す
。

● 

募
集
作
品
＝
児
童
生
徒
部
門
、

教
職
員
部
門
、
一
般
部
門
に
分

け
て
募
集
し
ま
す
。

・
児
童
生
徒
部
門
＝
発
明
考
案
し

て
製
作
し
た
作
品
及
び
絵
画

・
教
職
員
部
門
＝
発
明
考
案
し
て

製
作
し
た
作
品

・
一
般
部
門
＝
発
明
考
案
し
て
製

作
し
た
作
品
及
び
参
考
作
品

● 

申
込
期
限
＝
９
月
22
日
（
金
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　
（
社
）発
明
協
会
鹿
児
島
県
支
部

　

☎
０
９
９‒

２
８
６‒

２
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　

内
線
２
９
６
６

在
住
外
国
人
と
交
流
し

ま
せ
ん
か

　

市
国
際
交
流
協
会
で
は
、
市
近

郊
の
在
住
外
国
人
を
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
さ
せ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
和
風
ジ

ャ
パ
ン
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

在
住
外
国
人
と
交
流
す
る
こ
と

で
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
も
継
続

し
て
交
流
を
図
り
、
国
際
理
解
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

● 

日
程
＝
９
月
９
日
（
土
）
〜
10

日
（
日
）　

● 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

交
流
会
＝
９
日
11
時
〜
（
参
加

　

費
１
人
５
０
０
円
）

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
＝
９
日
14
時
〜

　

10
日
17
時

● 

集
合
場
所
＝
東
地
区
学
習
セ
ン

タ
ー

● 

定
員
＝
10
家
族
程
度
（
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
）

● 

申
込
期
限
＝
８
月
28
日
（
月
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　

（
市
民
活
動
推
進
課
内
）

　

☎
０
９
９
４‒
31‒
１
１
４
７

　

Fax
０
９
９
４‒
31‒
１
１
７
０

鹿
屋
工
業
高
校
生
涯
学

習
県
民
大
学
美
術
講
座

● 

開
講
日
＝
９
月
16
日（
土
）
、

30
日
（
土
）
、
10
月
７
日

（
土
）
、
21
日
（
土
）
、
11
月

　

消
防
本
部
総
務
課

　

☎
０
９
９
４‒

41‒

７
１
８
２

パ
ソ
コ
ン
講
座
生
募
集

● 

開
設
予
定
講
座

※
講
座
時
間
は
19
時
〜
21
時
で
す
。

● 

対
象
者
＝
市
内
に
在
住
又
は
勤

務
し
て
い
る
35
歳
ま
で
の
独
身

の
人
で
、
左
記
に
該
当
す
る
人

・
パ
ソ
コ
ン
関
係
の
資
格
取
得
の

準
備
と
し
て
受
け
た
い
人

・
４
日
間
連
続
で
受
講
可
能
な
人

● 

募
集
期
間
＝
８
月
11
日
（
金
）

〜
31
日（
木
）
の
８
時
30
分
〜

21
時（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

● 

申
込
方
法
＝
来
館
し
て
お
申
込

大
隅
肝
属
地
区
消
防
組

合
職
員
募
集

● 

職
種
＝
消
防
士

● 

採
用
人
員
＝
８
人
程
度

● 

受
験
資
格
＝
昭
和
57
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
元
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
高
等
学

校
卒
業
以
上
の
学
歴
を
有
す
る

人
（
平
成
19
年
３
月
卒
業
見
込

み
を
含
む
）

● 

試
験
方
法

第
一
次
試
験
＝
教
養
試
験
、
作

文
試
験
、
消
防
適
性
試
験
、
体

力
検
査

第
二
次
試
験
＝
面
接
試
験
（
第

一
次
試
験
合
格
者
の
み
実
施
）

● 

試
験
日
時
＝
10
月
15
日
（
日
）

８
時
40
分
〜

● 

受
付
期
間
＝
９
月
１
日
（
金
）

〜
21
日
（
木
）

※
当
日
消
印
有
効

● 

試
験
会
場
＝
市
役
所
７
階
大
会

議
室

● 

申
込
方
法
＝
消
防
本
部
総
務
課

に
準
備
し
て
あ
る
受
験
申
込
書

に
記
入
し
、
持
参
又
は
郵
送
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

〒
８
９
３‒

０
０
１
５

　

鹿
屋
市
新
川
町
８
０
０
番
地

　

大
隅
肝
属
地
区
消
防
組
合

ïïïïï
ï

ï
ï

番号 講　座　名 期　　日 定員 テキスト代

１ ＣＡＤ入門
９月 11 日（月）

～ 14 日（木）４日間
10 無料

２
ワード・

エクセル３級

９月 19 日（火）

～ 22 日（金）４日間
10 無料

３
ホームページ

ビルダー初級

９月 25 日（月）

～ 28 日（木）４日間
10 840 円

４
デジカメ・

画像処理

10 月２日（月）

～５日（木）４日間
10 1,575 円

海
江
田
商
店

東
原
小
学
校

通行止
箇　所

県
道
下
高
隈
川
東
線
（
水
道
線
）

至高隈

県道鹿屋環状線



KANOYA  CITY
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チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
安
全
確
保

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

一
人
一
人
が
農
作
業
安
全
に
つ

い
て
注
意
を
は
ら
う
と
と
も
に
、

地
域
ぐ
る
み
、
家
族
ぐ
る
み
で
農

作
業
の
事
故
防
止
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
農
政
課

　

☎
０
９
９
４‒

43‒

２
１
１
１

　
　
　
　
　
　

内
線
３
２
１
８

　

各
総
合
支
所
産
業
振
興
課

平
成
18
年
度
「
救
急
の

日
」
週
間
行
事

● 

日
時
＝
９
月
２
日
（
土
）

　

13
時
〜

● 

場
所
＝
交
流
セ
ン
タ
ー
湯
遊
ラ

ン
ド
あ
い
ら

● 

内
容

・
防
災
事
故
訓
練　

13
時
〜

・
救
急
医
療
県
民
講
座　

14
時
５
分
〜

・
講
演
会　

14
時
30
分
〜

演
題
＝
心
臓
・
血
管
の
救
急
を

要
す
る
病
気

講
師
＝
鹿
屋
医
療
セ
ン
タ
ー
内

科
・
循
環
器
科
部
長

亀
甲
真
弘
先
生

・
救
急
蘇
生
法
実
技　

15
時
30
分
〜

【
問
い
合
わ
せ
】

　

肝
属
東
部
医
師
会

　

☎
０
９
９
４‒

65‒

０
０
９
９

Information

農
業
機
械
の
事
故
が
多

発
し
て
い
ま
す

　

近
年
、
農
業
機
械
の
普
及
に
伴

い
、
多
く
の
事
故
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
県
内
に
お
い
て
も
、
平
成

16
年
に
25
件
、
平
成
17
年
に
10

件
の
死
亡
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。

ち
ょ
っ
と
の
油
断
が
重
大
な
事
故

を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
農
業
機
械

を
安
全
に
使
用
す
る
こ
と
を
心
が

け
、
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

● 

安
全
フ
レ
ー
ム
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
装
着

　

ト
ラ
ク
タ
ー
の
横
転
・
転
落

に
よ
る
死
亡
事
故
が
多
発
し
て

い
ま
す
。
ト
ラ
ク
タ
ー
に
は
、

必
ず
安
全
フ
レ
ー
ム
、
運
転
者

は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
装
着
し
ま
し

ょ
う
。

● 

家
族
ぐ
る
み
の
安
全
管
理

　

万
が
一
の
た
め
に
作
業
者
以

外
で
も
機
械
の
エ
ン
ジ
ン
を
停

止
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、

家
族
ぐ
る
み
で
安
全
管
理
に
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。

● 

機
械
の
点
検
・
調
整
は
必
ず
エ

ン
ジ
ン
停
止

　

機
械
の
点
検
・
調
整
な
ど
を

行
う
場
合
は
必
ず
エ
ン
ジ
ン
を

停
止
し
ま
し
ょ
う
。

● 

道
路
・
作
業
ほ
場
の
チ
ェ
ッ
ク

　

作
業
ほ
場
や
道
筋
で
路
肩
の

崩
れ
や
す
い
所
が
な
い
か
安
全

Information

　

市
で
は
こ
う
し
た
不
法
投
棄
に

対
し
て
警
察
等
と
連
携
を
取
り
、

不
法
投
棄
の
撲
滅
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

不
法
投
棄
は
悪
質
な
犯
罪
と
さ

れ
、
罰
則
は
、

・
５
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は

１
，
０
０
０
万
円
以
下
の
罰

金
又
は
こ
の
併
科

・
法
人
に
対
し
て
は
１
億
円
以
下

の
罰
金

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

不
法
投
棄
を
し
て
い
る
人
を
見

か
け
た
ら
、

・
投
棄
し
て
い
る
人
の
特
徴

・
使
用
車
両
の
登
録
番
号

・
投
棄
日
時
、
場
所

な
ど
に
つ
い
て
情
報
提
供
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
生
活
環
境
課

　

☎
０
９
９
４‒

31‒

１
１
１
５

行
方
不
明
者
を
さ
が
す

相
談
所
開
設

　

警
察
で
は
、
８
月
１
日
（
火
）

か
ら
８
月
31
日
（
木
）
ま
で
の
間

「
行
方
不
明
者
を
さ
が
す
相
談
所
」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

・
長
い
間
音
信
が
な
く
、
連
絡
が

と
れ
な
い
。

・
家
出
し
て
行
方
が
わ
か
ら
な
い
。

な
ど
の
理
由
で
、
所
在
が
わ
か
な

な
い
人
を
探
し
て
い
る
ご
家
族
の

人
な
ど
、
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。

　

家
出
時
の
服
装
、
所
持
品
、
身

体
特
徴
に
つ
い
て
も
う
一
度
お
聞

き
し
て
再
調
査
す
る
と
と
も
に
、

写
真
を
持
っ
て
い
れ
ば
写
真
か
ら

の
再
調
査
も
行
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

鹿
屋
警
察
署

　

☎
０
９
９
４‒

44‒

０
１
１
０

８
月
は
不
法
投
棄
撲
滅

強
化
月
間

　

ポ
イ
捨
て
や
不
法
投
棄
を
し
て

は
い
け
な
い
こ
と
は
、
誰
も
が
知

っ
て
い
ま
す
が
、
家
庭
ゴ
ミ
な
ど

の
不
法
投
棄
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

不
法
投
棄
は
景
観
を
損
な
い
、

環
境
破
壊
や
地
球
の
汚
染
な
ど
私

た
ち
の
生
活
に
悪
影
響
を
与
え
る

た
め
、
絶
対
に
許
さ
れ
る
行
為
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

下水道課からのお知らせ

　９月 10日は
下水道の日です。

　市では、下水道の普及とその活用
を促進するために、様々な PR活動
を行っています。

●主な活動内容
・街頭キャンペーン（プラッセだ
   いわ鹿屋店）　９月１日午後
・小学生作品展示（市役所１F）
   ９月６日～９月 12日

下水道へ接続のお願い
　排水処理ができる区域の人で、下水道へ未接続の人は、ぜひこ
の機会に排水設備の設置をお願いします。くみ取便所使用の人は、
水洗便所への改造と下水道への接続をよろしくお願いします。

■個人の既存住宅で公共下水道工事が終了し、下水道へ接続でき
るようになって 3年以内であれば、排水設備工事費の一部を助
成する補助金が受けられます。
　●補助金額（住宅１棟当たり）

供用開始 １年以内 ２年以内 ３年以内

くみ取便所 ８万円 ５万円 ３万円

浄化槽 ６万円 ３万円 １万円

■下水道法に基づく認可区域以外の地域に住んでいる人に、生活
排水対策への協力をしていただくため、小型浄化槽の設置費用
の一部を助成する補助金を交付しています。
●補助金対象
　建物の用途＝住宅（10人槽まで）
　対象の地域＝下水道法に基づく認可区域以外の地域
●補助金額（平成 18年度）

人槽区分 補助金の額
５人槽 354,000 円
７人槽 411,000 円
10 人槽 519,000 円

【問い合わせ・申請先】　下水道課　☎ 0994-31-1133

※既設の単独浄化槽から設置換えする場合は、上記の補助金額に
10万円が加算されます。

次世代育成支援対策行動計画の達成状況
　市では、これからの社会を担う子どもたちが、健やかに生まれ育つ社会をつくるため、平成 17年３月に「次
世代育成支援対策行動計画」を策定しました。その達成状況と平成 18年度事業の概要について報告します。

№ 事　　業　　名 指　標

計画策定時
(H17.3.31)

現　　況
(H18.3.31)

目標値

16 年度 17 年度 21 年度
合計 合計 合計

１ 通常保育事業 定員数
2,542 人
(H16.10.1)

2,582 人
(H18.1.1)

2,554 人

２ 延長保育事業

定員数
（30 分）

38 人 55 人 55 人

設置数
（30 分）

６カ所 ８カ所 ７カ所

定員数
（１時間）

161 人 168 人 221 人

設置数
（１時間）

13 カ所 11 カ所 15 カ所

定員数
（２時間）

４人 － 26 人

設置数
（２時間）

１カ所 － ３カ所

３ 休日保育事業
定員数 19 人 19 人 97 人
設置数 １カ所 １カ所 ２カ所

４
放課後児童健全
育成事業

定員数 614 人 649 人 675 人
設置数 20 カ所 17 カ所 25 カ所

５
乳幼児健康支援一時
預かり事業（施設型）

定員数 － ４人 14 人
設置数 － １カ所 １カ所

６ 子育て短期支援事業
定員数 ４人 ４人 10 人
設置数 ２カ所 ２カ所 ２カ所

７ 一時保育事業
定員数 57 人 57 人 69 人
設置数 ７カ所 ７カ所 ９カ所

８
ファミリー・サポート
・センター事業

設置数 － － １カ所

９
地域子育て支援
センター事業

設置数 １カ所 ２カ所 ２カ所

10 つどいの広場事業 設置数 － － 12 カ所

平成 17年度計画の主な実施状況
●乳幼児健康支援一時預かり事業＝保育所等に入所中
の児童が病気の回復期にあり、集団保育及び家庭で
の育児が困難な状況にある場合に、児童を一時的に
預かる事業を平成 17 年８月に開始しました。平成
17年度の登録児童数は 315 名、延利用者数 154 名
でした。

●児童虐待防止ネットワーク事業＝児童虐待防止対策
の充実を図るために、要保護児童対策地域協議会を
設置しました。

●串良地域子育て支援センター＝平成 17 年５月に串
良地域に子育て支援センターを設立し、子育て家庭
に対する育成支援及び子育て情報の収集や提供を行
いました。年間延利用者数は 2,478 名でした。

平成 18年度計画予定
●つどいの広場事業＝主におおむね３歳未満児を持つ
親と子が気軽に集い、交流を図り、育児相談などを
行う「つどいの広場」を、平成 18年７月 18日に鹿
屋東地区学習センターに開設しました。
●ファミリー・サポート・センター＝地域において育
児支援を受けたい人と行いたい人が会員となり、会
員間で助け合う制度を設置します。平成 18 年度中
に設置予定です。

【問い合わせ】　市子育て支援課　☎ 0994-31-1134
※定員数は、同時利用が可能な最大受け入れ児童数
※現況欄は、平成 17 年度実績
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Information

■テレホンガイドかのや　☎０９９４-４２-４０００
　（平　日） イベント等を案内
　（休　日） 休日当番医及び歯科休日在宅医を案内
■大隅肝属地区消防組合テレホンサービス　☎０９９４-４３-０１１９
　（平　日） 午後５時から夜間当番医を案内
　　　　　　※ただし、火災発生時は一時火災情報に変わります。
　（休　日） 休日当番医及び歯科休日在宅医を案内

８月・９月の休日当番医

月　日 医 療 機 関 住　所 電　話

８月13日
福田病院 寿３丁目 0994-43-4191
小倉記念病院 寿８丁目 0994-44-7171

20日
浜崎クリニック 向江町 0994-43-3305
よしどめ整形外科 川西町 0994-31-1700

27日
まつだこどもクリニック 西原２丁目 0994-52-0507
鮫島整形外科病院 寿１丁目 0994-43-2535

９月３日
前田内科 本町 0994-42-2175
たんぽぽクリニック 川西町 0994-42-6778

10日
渡辺内科 川西町 0994-43-2282
はるしま整形外科クリニック 旭原町 0994-41-2211

17日
池田病院 下祓川町 0994-43-3434
徳田脳神経外科病院 打馬１丁目 0994-44-1119

18日
長﨑内科 笠之原町 0994-43-2195
かのや東病院 笠之原町 0994-42-3111

◇ 鹿屋市医師会　　 診療時間　午前８時30分～午後６時

月　日 医 療 機 関 住　所 電　話

８月13日
高山胃腸科外科 肝付町前田 0994-65-7171
東條医院 串良町下小原 0994-63-7377

20日
春陽会中央病院 肝付町新富 0994-65-1170
岩重医院 東串良町川東 0994-63-8514

27日
市来医院 吾平町上名 0994-58-6037
花田整形外科リウマチ科医院 串良町有里 0994-63-1379

９月３日
長峯医院 肝付町新富 0994-65-2008
黎明脳神経外科医院 串良町上小原 0994-63-7878

10日
山内クリニック 肝付町前田 0994-65-2022
緑ヶ丘心療内科 串良町岡崎 0994-63-0112

17日
小野医院 肝付町前田 0994-65-2314
園田医院 串良町細山田 0994-62-2888

◇ 肝属東部医師会　　　診療時間　午前９時～午後５時

月　日 医 療 機 関 住　所 電　話
８月13日 武田歯科医院 今坂町 0994-44-1619

14日 すみの歯科医院 寿３丁目 0994-42-2959

15日 根木原歯科 札元１丁目 0994-41-0750

20日 辻畑歯科医院 大手町 0994-42-2359

27日 島田歯科 打馬２丁目 0994-44-0180

９月３日 中原歯科医院 西原１丁目 0994-43-0088

10日 永山矯正歯科医院 西原４丁目 0994-40-1182

17日 西の原歯科 打馬１丁目 0994-40-4180

18日 根木原歯科 札元１丁目 0994-41-0750

◇ 鹿屋市歯科医師会　　診療時間　午前９時～午後３時
８月・９月の歯科休日在宅医

　 …内科　　    　…外科○内 ○外

○内
○外

※ 休日当番医及び歯科休日在宅医は、変更になることがあります。各医療機関
にご確認のうえ、受診してください。

※ 休日当番医の診療は、急病に対する応急処置ですので、翌日はかかりつけの医
師などの診療を受けてください。原則として、投薬期間は通常1日分とします。

Information

☎
０
９
９
４
─43
─９
３
８
０

す
ず
め
の
ほ
っ
ぺ
は
な
に
色
で
す
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

阿
川　

佐
和
子
編

世
田
谷
一
家
殺
人
事
件　
　
　
　
　

  　

齊
藤　

寅
著

志
の
輔
ら
く
ご
的
こ
こ
ろ　
　
　

  

立
川　

志
の
輔
著

少
年
野
球
コ
ー
チ
ン
グ　
　
　

  　
　
　

屋
鋪　

要
著

ブ
ラ
ッ
ド
タ
イ
プ　
　
　
　

  　
　
　

松
岡　

圭
祐
著

希
以
子　
　
　
　

  　
　
　

  　
　
　

  

諸
田　

玲
子
著

フ
ラ
ッ
タ
・
リ
ン
ツ
・
ラ
イ
フ　

  　
　

森　

博
嗣
著

人
生
の
旅
を
ゆ
く　
　
　
　
　

  

よ
し
も
と
ば
な
な
著

お
ば
け
と
け
っ
こ
ん
で
き
る
か
な
？  

む
ら
い
か
よ
作

マ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
⑰

　
　
　
　
　

  

メ
ア
リ
ー
・
ホ
ー
プ
・
オ
ズ
ボ
ー
ン
作

☎
０
９
９
４
─58
─６
０
３
６

さ
ん
さ
ん
さ
ん　
　
　
　
　

  　
　

佐
々
木
志
穂
美
著

親
ホ
メ
日
記　
　
　
　
　

  　
　

キ
ム
・
サ
ン
ボ
ク
著

明
日
の
記
憶　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　

荻
原　

浩
著

絶
望
に
効
く
薬
（
全
５
巻
）　  　
　

  

山
田　

玲
司
著

そ
ら
ま
め
く
ん
の
ぼ
く
の
い
ち
に
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　

な
か
や　

み
わ
作

あ
な
た
を
ず
っ
と
ず
っ
と
あ
い
し
て
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　

宮
西　

達
也
作
絵

ド
キ
ン
ち
ゃ
ん
と
ゴ
ミ
ラ　

  　
　

や
な
せ
た
か
し
作

☎
０
９
９
─４
８
６
─０
５
０
５

ス
ピ
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　

山
田　

悠
介
著

初
恋
温
泉　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　

吉
田　

修
一
著

美
し
き
日
本
の
面
影　
　
　
　

  　

さ
だ　

ま
さ
し
著

ド
ラ
マ
マ
チ　
　
　
　
　
　
　

  　
　

角
田　

光
代
著

灰
色
の
ピ
ー
タ
ー
パ
ン

（
池
袋
ウ
エ
ス
ト
ゲ
ー
ト
パ
ー
ク
６
）   

石
田　

衣
良
著

ラ
ス
ト
・
ド
ッ
グ  

ダ
ニ
エ
ル
・
ア
ー
ラ
ン
ハ
フ
ト
著

キ
サ
ト
ア　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　

小
路　

幸
也
著

戦
争
を
知
っ
て
い
て
よ
か
っ
た  　
　

曽
野　

綾
子
著

☎
０
９
９
４
─63
─２
６
２
３

い
ま
を
生
き
る
ち
か
ら　

  　
　
　
　

五
木　

寛
之
著

定
年
ち
い
ぱ
っ
ぱ　
　
　

  　
　
　
　

小
川　

由
里
著

幕
末
単
身
赴
任　

下
級
武
士
の
食
日
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　

青
木　

直
巳
著

60
歳
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
⑤　

  　
　
　
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
編

ト
イ
レ
に
い
っ
て
い
い
で
す
か  　
　

寺
村　

輝
夫
作

耳
か
き
の
す
き
な
王
さ
ま　
　

  　

小
薗　

江
圭
子
作

13
歳
か
ら
の
「
環
境
問
題
」
入
門　

  

吉
田　

祐
夫
著

実
物
恐
竜
大
図
鑑　
　
　

  

デ
ビ
ッ
ド
・
ベ
ル
ゲ
ン
著

図
書
の
案
内

○内
○外
○内
○外
○内
○外
○内
○外
○内
○外

　

小
・
中
＝
１
，
０
０
０
円

　

シ
ニ
ア
＝
１
，
０
０
０
円

　

幼
児
＝
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

　

シ
ネ
シ
テ
ィ
文
化

　

☎
０
９
９‒

２
２
３‒

３
６
４
４

第
一
鹿
屋
中
吹
奏
楽
部
第
43
回
定

期
演
奏
会

● 

日
時
＝
９
月
９
日
（
土
）

　

14
時
〜

● 

入
場
料
＝
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

　

第
一
鹿
屋
中
学
校

　

☎
０
９
９
４‒

43‒

２
９
２
０

映
画
「
カ
ー
ズ
」

● 

日
時
＝
８
月
29
日
（
火
）

　

①
10
時
30
分
〜
②
13
時
〜

● 

入
場
料

　

大
人
＝
１
，
８
０
０
円

　

大
・
高
＝
１
，
５
０
０
円

　

３
歳
〜
中
＝
１
，
０
０
０
円

　

シ
ニ
ア
＝
１
，
０
０
０
円

映
画
「LIM

IT O
F LO
VE 

海
猿
」

● 

日
時
＝
８
月
29
日
（
火
）

　

①
16
時
〜
②
19
時
〜

● 

入
場
料

　

大
人
＝
１
，
８
０
０
円

　

大
・
高
＝
１
，
５
０
０
円

　世代をこえた年に１度のアマチュアバンドの祭

典！みんなで楽しみましょう。

● 日　時　８月27日（日）13時30分～
●場　所　市文化会館
● 入場料　無料

【問い合わせ】

　市文化課　☎0994‒31‒1167

○内
○外



　岩崎妃
ひ な

杏ちゃん（２歳）
　愛

あ こ

子ちゃん（４歳）吾平町麓
とても活発な姉妹。もう少しおしと
やかに…（父・母）

　７月 21 日～ 23 日まで、『か
のや夏祭り』が開催されました。
　祭りのメインとなる22日の
総踊りは、市街地を一巡する
約３km のコースで実施。終
始雨が降り続くあいにくの天
気でしたが、参加した 44 チー
ムの約 2,300 人は、ハンヤの
リズムに合わせて、趣向を凝
らした踊りを披露し、沿道を
埋める観客を楽しませていま
した。（関連記事 P８）

今月の表紙

　鶴田佳
よしひさ

久くん（１歳）
　安

あずみ

純ちゃん（４歳）輝北町市成
いつまでも、姉弟、仲良くしてね。
（母…江美）

森　太
たいち

一くん (１歳 )串良町岡崎
すくすく元気に育ってね
（母…加代子）

鹿屋市ホームページ
http://www.e-kanoya.net/

吾平総合支所 吾平町麓 3317番地 ☎ 0994-58-7111
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平成 18 年７月 1日現在

濱田航
こう が

雅くん（10か月）郷之原町
わが家のいやし。心の大きな人に
なってね。（父・母）

○左
○右

対前月比
総　数 105,781 人　 (  +83 )
男 50,240 人　 (  +66 )
女 55,541 人　 (  +17 )
世帯数 44,061 世帯 (  +43 )

面　積　448.33 ㎢

みなさんの元気いっ
ぱいの写真を広報紙
に掲載してみません
か。年齢は問いませ
ん。秘書広報課 ( ☎
0994-31-1123) まで
ご連絡ください！

○左
○右

広報

串良メッツ（ソフトボールチーム）
数年ぶりに復活した串良の永和商店
街チーム。郡のソフトボール大会に
出場しました。


